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昭和5 0年9月から,われわれは横浜市中区寿地区(旧称は聖地地区)ドヤ街のフ

ィールドワーカーを中心とする研究会をスタートした｡その動機はドヤ街の形成と

存在が,横浜市にとって必然的であったこと,そしてその対策の後れと困難さとを

前堤に,まず年代枠組設定による内容の詰めをはかり,そこから将来課題に取組も

うということにあった｡

しかし,地域公営施設横浜市寿生活館の関係住民との対立による長期閉鎖と,新

設(昭和5 0年1 0月)準公営寿町総合労働福祉会館の機能･活動の現状に直面して,

メンバーは一様に地域福祉対策に強い切迫感を受け,それが"叫び〝-の衝動に変

った｡

これが本書取りまとめの直接理由であるが,この研究会が神奈川県匡済会(なら

びに附属寿福祉センター)との関係から発足したこと,匡済会が本来大正8年日雇

労働者対策社会事業機関として創設された経過上の理由もあり,本書を匡済会｢福

祉紀要｣特集として刊行することとした｡同時に,本紀要がVol.5(1973)以降中

断したのは,時間をかけ一応程度の取りまとめを意図したこと,これが上記研究グ

ループ結成とその結果につながったためである｡

全体の構成･編集には芹沢があたったが,これは昭和3 5年ごろより十数年にわ

たる寿地区ドヤ街との接触歴をもったことによる｡

なお,写真について扉婦人之友社中本晶子氏およびフォトグラファー原田宏氏

の多大のど厚意によったこと,また編集事務には神奈川県匡済会谷口故障主任の非

常な労を煩わしたことを記し,深く謝意を表したい｡

昭和51年10月

神奈川県匡済会長　　芹　　沢　　　　寡
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